
米子市における
景観・観光まちづくり

経済部文化観光局観光課
米子市都市整備部建築相談課



米子市景観計画



米子市における
景観・観光まちづくり

～皆生温泉～

米子市経済部文化観光局観光課



鳥取県米子市_県の西部_人口１５万_生産額8,000億円



空港

駅

２０分

１５分

IC

１０分

中心市街地から車で15分



海辺のまち 皆生温泉



コンテンツ来訪者屋外環境

閑散期すごしやすい春

繁忙期すごしにくい夏

閑散期すごしやすい秋

繁忙期すごしにくい冬

皆生温泉の課題 弱みを強みへ

不足

不足



大正10年 皆生温泉市街地設計図

折下吉延
（1881～1966）



大正7年 折下吉延

講演
「都市計画と公園」（都市計画研究会発会時）

・在来ある風致の良きところを利用するならばた
くさんの経費をかけないで立派なブルーバード
や公園を作ることができる

・海岸線などを風致的に利用することの欠如せる
は我が国一般都市の通弊であります



海辺のまち 皆生温泉



検討前の海岸遊歩道



民地・国・県・市の境界を越境するデザイン（海辺）



令和2年度皆生みらいの灯りコンセプト策定プロセス①

・株式会社LEM空間工房(代表 長町志穂氏）さんの伴走体制

・「皆生温泉ならではの灯り」の在り方を検討

R2.6 現状確認会
-現状を知る-

R2.9 勉強会
- 「皆生ならでは」を探求-

R3.2 コンセプト骨子共有会
-使いこなしをイメージ-



令和2年度皆生みらいの灯りコンセプト策定プロセス②

・株式会社LEM空間工房 代表 長町 志穂さんが伴走

・コンセプト骨子を具体化する社会実験 KAIKE AKARI PARK

R3.3 社会実験
- 仮設の灯りを具体化、場を使いこなしてみる -

R3.3 コンセプト策定
- 海にひらく -



皆生みらいの灯りコンセプト 一例

コンセプト 「海に開く」

夜間景観デザインを統一
＿色温度、配光、地域の特徴
鉛直面の活用
界隈のつながりを視覚化 等

灯り整備により

①安心安全な歩行者空間

②夜間の活動を引き込み
皆生温泉の地域経済を
強化する



整備前の遊歩道



R4年度～Ｒ5年度 灯り整備 着手①

撮影 下村康典 撮影 下村康典



R4年度～Ｒ5年度 灯り整備 着手②

撮影 下村康典



R4年度～Ｒ5年度 灯り整備 着手③

撮影 下村康典



コンセプトに共鳴した民間事業者の投資



夜間景観形成をスタートにまちづくりを一層に進める



エリアのまちなみデザイン検討へ発展（主体：地元）



令和６年度 海岸遊歩道滞留拠点化事業（設計）へ




